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「
豊
洲
機
関
区
」。
と
言

っ
て
も
機
関
車
は
運
行
し
て

い
な
い
。
東
京
・
豊
洲
を
拠

点
に
、
鉄
道
と
ア
ー
ト
を
融

合
さ
せ
、撮
り
鉄
な
ら
ぬ「
描

き
鉄
」
活
動
を
し
て
い
る
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
デ
ザ
イ

ナ
ー
藤
間
さ
ち
お
氏
の
「
ア

ー
ト
ネ
ー
ム
」。

そ
の
豊
洲
機
関
区
さ
ん
が

昨
年
末
、「
ア
ー
ト
で
つ
な

ぐ
旧
晴
海
鉄
道
展
」
を
江
東

区
内
で
開
い
た
。
主
役
は
、

こ
の
鉄
道
の
旧
晴
海
鉄
道

橋
。
鉄
道
橋
で
は
日
本
初
の

鋼
ロ
ー
ゼ
橋
（
支
間
長
58
・

8
ｍ
）。
側
径
間
は
3
径
間

連
続
Ｐ
Ｃ
桁
×
2
で
、
全
長

1
9
0
ｍ
。1
9
5
7
年（
昭

和
32
年
）
に
完
成
し
た
。

鉄
道
は
東
京
港
か
ら
貨
物

を
運
ん
で
い
た
が
、
89
年

（
平
成
元
年
）に
廃
止
。
同
橋

は
昨
年
9
月
、
管
理
者
の
東

京
都
港
湾
局
に
よ
り
、
春
海

橋
公
園
の
遊
歩
道
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。

会
場
入
口
に
展
示
さ
れ
た

の
が
、同
橋
と
鉄
道
の
模
型
。

鉄
道
橋
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
姿
を
立
体
的
に
体
感
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
豊
洲
機
関

区
さ
ん
が
名
誉
顧
問
を
務
め

る
芝
浦
工
業
大
学
附
属
中
学

・
高
校
の
鉄
道
研
究
部
が
、

現
物
の
図
面
を
元
に
制
作
し

た
。豊

洲
機
関
区
さ
ん
は
展
示

へ
の
想
い
を
、「
旧
晴
海
鉄

道
橋
の
再
生
を
祝
い
、
地
域

の
人
・
訪
れ
る
人
に
『
楽
し

く
知
り
、
感
じ
て
も
ら
う
』

こ
と
が
目
的
。
こ
の
橋
が
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
愛
さ
れ

続
け
て
ほ
し
い
と
の
願
い
も

込
め
た
」
と
説
明
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
旧旧

晴晴

海海

鉄鉄

道道

展展

写
真
右
は
、
会
場
入
口
。
旧
晴
海
鉄
道
橋
の
模
型
が
置
か

れ
た
。
写
真
左
は
、
豊
洲
機
関
区
さ
ん
の
作
品
「
晴
海
鉄

道
橋
を
渡
る
貨
物
列
車
」

�
豊
洲
機
関
区
	
藤
間


�
開
催

主
役
は
旧
晴
海
鉄
道
橋

会
場
で
は
、
本
紙
に
「
橋

歩
き
」（
5
面
）
を
長
期
連

載
し
て
い
る
紅
林
章
央
氏

（
下
の
写
真
左
）
が
、
豊
洲

機
関
区
さ
ん
と
並
ん
で
ゲ
ス

ト
ト
ー
ク
を
行
っ
た
。

こ
の
中
で
、
同
橋
の
設
計

者
・
田
島
二
郎
（
98
年
没
）

が
鉄
道
の
廃
止
後
、
同
橋
が

「
貴
重
な
文
化
財
に
な
る
」

と
訴
え
て
い
た
こ
と
が
保
存

に
つ
な
が
っ
た
経
緯
を
紹

介
。
田
島
の
「
お
嬢
さ
ん
の

名
前
は
、
晴
美
さ
ん
」
と
い

う
秘
話
も
披
露
し
た
。

紅
林
氏
�


�
�
�
�
�

左
の
写
真
は
、
旧
晴
海
鉄
道
橋
が
遊
歩
道
と
し
て
供
用
が
開
始
さ
れ
た
昨
年
9
月
19
日
撮
影

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
・
市
川
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
（
千
葉
県
市

川
市
）
が
東
京
都
心
で
開
い

た
1
日
講
座「
橋
さ
ん
ぽ
」。

講
師
の
紅
林
章
央
氏
は
、
日

本
橋
、
西
河
岸
橋
を
経
て
、

一
石
（
い
ち
こ
く
）
橋
へ
受

講
者
24
人
を
案
内
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
架
替
え
や

改
修
を
重
ね
、
現
在
の
橋
は

橋
長
約
43
ｍ
、
幅
員
約
27
ｍ

の
鈑
桁
橋
。

紅
林
氏
は
、
橋
詰
の
「
迷

子
し
ら
せ
石
標
」（
写
真
下
）

を
説
明
し
た
。
江
戸
時
代
、

こ
の
辺
り
か
ら
日
本
橋
に
か

け
て
は
盛
り
場
で
、
迷
子
も

多
か
っ
た
。
こ
の
石
標
に
迷

子
の
特
徴
な
ど
を
書
い
た
紙

を
張
り
、
通
行
人
に
知
ら
せ

た
と
い
う
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
１
日
講
座「
橋
さ
ん
ぽ
」

講
師
�
紅
林
氏

�
�
�
�
傾
�
�
�

令
和
�
年
度

土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産

�

江
の
川
鐡
道
の
Ｈ
Ｐ
に
よ

る
と
、
旧
Ｊ
Ｒ
三
江
（
さ
ん

こ
う
）
線
（
2
0
1
8
年
廃

線
）
の
宇
都
井
（
う
づ
い
）

駅
は
、「
天
空
の
駅
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
高
さ
20
ｍ
の

宇
都
井
高
架
橋
（
写
真
上
、

土
木
学
会
提
供
）
の
上
に
駅

舎
が
あ
っ
た
の
だ
。
開
業
当

時
は
日
本
一
の
高
さ
を
誇
っ

た
。「

鐡
道
」
の
名
前
だ
が
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
こ
と
。
廃
線

後
の
資
産
を
活
か
し
た
地
域

起
こ
し
を
し
て
い
る
。
駅
舎

は
邑
南
（
お
お
な
ん
）
町
が

Ｊ
Ｒ
か
ら
取
得
し
て
公
園
化

し
、
そ
の
指
定
管
理
者
を
務

め
る
。

同
橋
は
、
橋
長
1
8
0
ｍ

の
Ｒ
Ｃ
壁
式
多
径
間
連
続
ラ

ー
メ
ン
橋
。
温
度
差
に
よ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
伸
縮
を
吸

収
す
る
特
殊
な
構
造
だ
。

「
橋
一
つ
あ
る

通
夜

の
道
」。
語
の
並
び
に
リ

ズ
ム
が
あ
る
。
つ
い
読
み

返
し
た
く
な
る
韻
律
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
、
橋
の
な

ん
と
い
う
存
在
感
。
橋
が

1
つ
あ
る
。
そ
の
光
景
を

詠
ん
だ
だ
け
で
、
句
が
成

立
す
る
の
だ
か
ら
。
通
夜

へ
向
か
う
道
。
橋
が
、
故

人
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
た

の
か
。
大
人
の
心
境
だ
。

対
照
的
に
「
稚
魚
」
は
か

わ
い
い
。
ま
さ
か
「
ち
ぎ

ょ
」
で
は
あ
る
ま
い
と
調

べ
た
ら
、
本
当
に
そ
う
読

ま
せ
る
の
だ
っ
た
。
昭
和

の
時
代
の
俳
人
で
あ
る
。

宇
都
井
高
架
橋�
島
根
県
邑
南
町
�

大
寒
�橋

一
�
�
�

通
夜
�
道

岸
田
稚
魚

一
石
橋

迷
子
�
知
�
�
�
張
紙
�
石
標
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